令和８年度小平市立鈴木小学校～「全国学力・学習状況調査」結果概要～１　調査目的・対象
児童・生徒の学力や学習状況を把握・分析し、成果と課題を検証し、その改善を図るとともに、今後の児童・生徒への教育指導の充実や学習状況の改善等に役立てるための調査です。




２　調査内容
（１）教科に関する調査
身に付けておかなければ後の学年等の学習内容に影響を及ぼす内容や、実生活において不可欠であり常に活用できるようになっていることが望ましい知識・技能等、また、知識・技能を実生活の様々な場面で活用する力や、様々な課題解決のための構想を立て実践し評価・改善する力等に関することを児童が答える調査です。
（２）生活習慣や学習環境等に関する質問紙調査
学習意欲、学習方法、学習環境、生活の諸側面等に関することを児童が答える調査です。







３　各教科の調査結果の分析
【国語】　　　　状況の分析　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　課題○「書くこと」の領域は、全国的に正答率は低いが、本校でも他領域に比べて、正答率が低い。記述式の問題形式では正答率が高いため、書くことの指導内容に対する理解を深めていく。
〇読む力、書く力は平均を上回っているが、話す・聞く力が他に比べると弱く、資料を活用して他者に工夫して伝える力が十分でない。
〇問題形式として、漢字の書き取りに関しては都平均を下回っている。


〇全体の正答率は７０．０％で、全国の平均より９．１ポイント、都平均よりは５.0ポイント上回っている。
〇学習指導要領の内容別に見ると「知識・技能」に関して、「情報の扱い方」については、全国平均より１７.７ポイント、都の平均より１３.３ポイント上回っている。「言語の特徴や使い方」についても、全国・都の平均を上回っている。「思考力・判断力・表現力」に関しては、「書くこと」「読むこと」については全国・都の平均を１０.0ポイント以上上回っている。「話すこと・聞くこと」は全国平均は上回っているが、都平均は1.7ポイント下回っている。
〇問題形式別にみると、記述式の正答率が全国・都の平均を大きく上回っている。











学校で取り組む具体的な改善策
〇「書くこと」に関して、指導内容を明確にし、児童への理解を促すとともに、校内で系統性を図る。
〇「話すこと・聞くこと」に関して、学習内容を精選し、資料活用の効果や工夫を言語化させる。
〇鈴木タイムなどを活用し、漢字の書き取りに重点を置き、定着を図る。
〇学年ごとに「言語活動の重点」を明確にし、校内で系統性を意識した指導を進める。



【算数】　　　　　状況の分析　　　　　　　　　　　　　　　　　　　課題
○記述式の問題の正答率が低く、知識を活用して自分の考えを言葉や式で説明する力が十分に高まっていない。
〇図形領域において、性質の理解や面積の考え方を柔軟に扱う力に課題がある。
〇表やグラフなど複数の情報を関連付けて考察したり、数量の関係を筋道立てて説明したりする力に課題がある。

〇全体の正答率は全国の平均を10.6ポイント上回っており、都平均も4.0ポイント上回っている。
〇観点別に見ると「知識・技能」は全国平均を9.9ポイント、都の平均を２.9ポイント上回った。「思考・判断・表現」は全国平均を13.4ポイント、都平均を7.7ポイント上回っている。
〇領域別では５領域全てで全国平均、都平均ともに上回った。５領域を比較すると「Ａ数の計算」「C測定」の領域が高い。









学校で取り組む具体的な改善策
〇答えを出すだけでなく、「どのように考えたか」を説明させる場面を各単元に設定する。
〇図形領域では操作活動や具体物を用いた活動を重視し、性質を根拠付けて表現する力を育てる。
〇データの活用の問題では、複数の表やグラフを比較し、目的に応じて情報を選択させる活動を取り入れる。
〇全教科で「根拠をもって説明する活動」を位置付け、思考・判断・表現の力を横断的に高める。




【質問紙】　　　　
状況の分析　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　課題
〇全体的に「生活習慣」、「自己有用感・心理的安全性」の領域に関して肯定的な回答をしている児童が、全国平均と都の平均をやや下回っているものが多い。
〇「学校での学習活動」、「学習習慣」、「ICTを活用した学習状況」「学びの自己調整」の領域に関して、肯定的な回答をしている児童が全国・都平均を大きく上回っている。
〇「読書」の領域に関して肯定的な回答をしている児童が、全国・都平均を下回っている。
〇「総合的な学習の時間」、「学級活動」、「道徳」の領域に関しては、肯定的な回答をしている児童が、全国・都平均を大きく上回っている。

・国語、算数ともに得意だと回答する児童は多いが、好きだと回答する児童は少ない。
・外国語に関しては肯定的な回答が全国・都平均を大きく下回っている。
・学校内外を含め、読書に関する項目は肯定的な回答が少ない。読書量を増やしていく取り組みをしていく必要がある。








学校で取り組む具体的な改善策
自己有用感の向上
・否定されない環境を整え、自分がやってみたいことに真剣に取り組めるようにする。
・学活や道徳の時間を活用し、自身の強みや成功体験を振り返る機会を設ける。
・「ありがとう」「助かったよ」といった日常の肯定的な言葉を教師が積極的に使い、児童同士にも広げていく。

読書量の向上
・朝読書に向けて、図書の貸し出しを事前にしておき、読みたい本を常に持っている環境を整える。
・国語の学習の中に、読書を組み込み、本に触れる機会を増やす。

学習に対する意識の向上
・学んでいることにどんな意義があるのかを伝え、学習が自分事となるよう指導を改善する。
・「できた。」で終わらせず、なぜそうなるのかなど、自ら問いをもって考える授業を行い、学習の楽しさに気付かせる。







